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5 月号は「コンクリート」特集と
いうことで，目的により様々な機能
を要求されるコンクリート構造物の
品質を確実に確保するための施工方
法・施工機械等について，骨材生産
プラント，コンクリート製造プラン
ト，配合，運搬，打設，型枠，養生，
検査，品質管理手法など，様々な視
点から最近の施工事例及び研究事例
を紹介させていただきました。
巻頭言には，小澤満津雄先生に

「コンクリートに愛情を」というテー
マで執筆いただきました。この中に
あるように，現在の政権与党民主党
は「コンクリートから人へ」という
キャッチコピーを掲げスタートし，
大規模公共工事の事業見直しによ
り，施工が停止となった構築中のコ
ンクリート構造物の映像が連日マス
コミに取り上げられたことは記憶に
新しい所です。
そもそもコンクリートは，強度と

価格の面や施工の安易さから，一般
に最も広範に使用されている建築資

材の一つであり，建築物，道路，ダ
ム，高架橋，トンネル，港湾設備と
用途は幅広く古くから用いられてい
るもので，我々の生活になくてはな
らないものです。
このように我々の生活に古くから

密着し歴史のあるコンクリートです
が，今の時代に対応し，各工程にお
いて日々様々な研究がなされ，高い
品質を確保することはもちろん，環
境に優しく，低コストなものが探求
されていることを，今回編集委員と
して担当させていただき改めて実感
しました。
新規構造物はもちろん，高度経済

成長期に大量に建設された構造物の
更新など，これからもこれら最新の
技術が活躍する場が増えることは間
違いありません。
年度末のお忙しい時期にお願いし

たにもかかわらず，執筆者の方々に
は快く原稿執筆を引き受けていただ
き非常に感謝しております。誌面を
お借りして改めて厚く御礼を申し上
げます。

（石戸谷・中村）

6 月号「建設施工の環境対策」予告
・ディーゼル特定特殊自動車の排出ガス規制の強化
　　「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律施行規則」等の一部改正
・排出ガス対策型建設機械指定制度と直轄工事における燃料対策
・エレベーターシャフトのアスベスト除去システム「エレベストカット工法」
　　専用仮設ゴンドラと自動負圧制御装置の開発
・砂圧入式静的締固め工法　SAVE-SP（Silent, Advanced Vibration-Erasing - Sand Press）工法
・ANCを用いた建設機械騒音の低減　TANC（タンク）
・大夕張トンネルにおける換気計画　2重エアーカーテン装置による集塵効率の向上
・高濃度ダイオキシン類汚染物（廃棄物・土壌）の現地無害化処理　
・PCB汚染土壌の拠点浄化施設　「ジオスチーム法」での汚染土壌処理
・CSG工法による環境負荷の低減と自走式土質改良機の適用
・自走式土質改良機
・環境負荷低減を目指した油圧ショベルの開発


